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　都市は一般に，ある土地における政治・経済
の栄枯盛衰に伴って形成・成長・成熟・衰退
し，時には再生する。人類は歴史の展開ととも
に世界各地に都市を生み出し，都市はその国々
の文化の主役を演じてきた。都市の概念はそれ
につれて複雑になり，一義的に規定することが
難しくなってきた。「都市は要するに，都市であ
るものが都市である」１）としか表現しようがない
ほどである。
　中国では都市を城市と書くが，部族国家の連
合体であった殷の時代（前１６００年頃），城郭を
めぐらし，「いち」がひらかれる邑（大きな村
落）には，軍役につく者のほか，多くの農民が
住んでいたらしい。邑の一つが「みやこ」とな
るのは，１９代の殷王（前１３００年頃）の商（安陽
市小屯）が最初であり，封建制を始めた周の武
王（前１０５０年頃）の鎬京に至って明白となる。
一方，エジプトの象形文字の「○＋ 」というのは
囲郭集落，すなわち「○」が囲郭を意味し，な

かの「＋」は東西南北から人々が相会する囲郭
内の十字路であると言われる。その実例として
中部イタリアのエルトリア人がつくった丘の上
の都市コサやベルージアがある。その都市づく
りの説話（前１０００年頃）によれば，神聖な儀式
で建設が始まり，雄牛と雌牛がひく犂で都市の
外郭を示す一本の畝を掘り，そこに石を積み上
げて巨大な城壁を築いたそうである。都市の始
まりは洋の東西を問わず，政治・軍事のために
築いた囲郭内に，人々が物資交換のために相集
まることに端を発していると言える。囲郭の機
能はもちろん防御のためではあるが，その中心
に寺院や宮殿が置かれているように，共通の祖
先や神を中心とする「聖なる小宇宙」を都市像
としていることに注意すべきである。
　１８世紀の６０年代に始まるイギリス産業革命お
よび技術革新は，大規模近代工業を発達させる
ことによって，従来の都市に対して規模拡大の
みならず質的変換を迫るものであった。都市へ
の工場立地は激しい人口の都市集中を引き起こ
し，それを追いかけるように商業・サービス業
が肥大化して，都市はその規模と形態を変え，
機能を複雑・高度化した。その結果，市街地の
過密と住宅不足，交通機関・上下水道等の不備
等による環境悪化が進行した。それらに対処し
て，１９世紀末ようやく近代的な都市計画の構想
が提出されたが，急速に進行する都市問題の悪
化に追いつくことができなかった。第２次世界
大戦後，そうした「都市問題」は高度経済成長
に伴う都市の巨大化・複雑化によって，いっそ
う複雑かつ解決困難になっている。
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　中国やインドなど帝国主義列強の植民地支配
を受けた国々では，産業革命以降の都市の変化
は別の形で進行してきた。アヘン戦争以降の中
国の都市は，英仏露の相次ぐ干渉と清朝末期の
国政混乱によって疲弊していた。さらに，１８５８
年のアイグン条約（対露）・天津条約（対英仏露
米）による帝国主義的な諸要求（領土割譲や租
界地開設）から始まり，日本による傀儡国家
「満洲国」成立と崩壊に至る約１世紀の間，中国
人疎外の植民地都市ないし半植民地都市の建設
が行なわれていった。１９４９年の新中国成立に
よって中国都市は中国人民の手に取り戻され，
徹底的に社会主義的な都市改造が加えられたも
のであったが，都市政策自体の内部矛盾と政策
実施の不統一が顕在化して都市は衰退した。
１９７８年の改革開放の大号令とともに，中国経済
は沿海部都市近郊を中心に大きく発展している。
それに伴って中国都市もにわかに活気を取り戻
しているが，社会主義市場経済という未経験の
経済体制での都市化・工業化だけに，先進工業
国における場合とは違った多くの都市問題を抱
えている。
　本研究は，以上の問題提起に基づいて，中国
東北部における都市の歴史的発展から，その植
民地都市的な性格を徹底的に洗い出した上で，
１９４５年以前における中国東北部の都市開発およ
びその空間構造の変化を考察したい。

１．　中国都市の性格に関する議論

　近代ヨーロッパが世界をリードした１９－２０世
紀初頭には，中国の都市の歴史的評価はあまり
芳しいものではなかった。とりわけ強調された
のは，ヨーロッパ近代社会の「市民」とそれを
育成した「都市」が，中国では欠落している。
中国の都市は，王侯，貴族ら一部特権階級が数
多くの貧窮隷属民を従え，消費生活を楽しむ空
間に過ぎないとする考えが多かった。「中国の都
市は，自治なき中国的行政官の所在地に過ぎな

い」という，Ｍ．ウェーバー（ドイツの社会学
者・経済学者）の言葉はこれを代表する。これ
は中国都市に対する一面的見方であると言えな
くもないが，新中国の都市政策の出発点となっ
た１９４９年３月の中国共産党７期２中全会で，毛
沢東が「支配階級のための都市から人民のため
の都市へ，消費する都市から生産する都市へ」２）

という方針を掲げており，当時の中国都市には
このような状況が存在していたことを示す。
　しかし，第２次世界大戦後の中国史研究の成
果と，他方ヨーロッパ近代の意味付けの変化と
が相まって，中国の都市に対して異なった考え
方が出されるようになった。中国文明発祥の黄
河中流域では，自然環境を反映して「邑」と総
称される都市的集落が数多くつくられていた。
邑を都市（城市）国家とみる研究者も多いが，
墻壁で囲まれた市域の周りは畑で，そこに住ん
でいる人は農民であった。殷や西周はこうした
「邑」の連合体であり，それらの統合・分化の繰
り返しで「都」とか「鄙」の文字が当てられて
いた。「邑」は初めの頃には小高い丘陵地に土な
どでつくった墻壁をめぐらし，一画に有力者の
住居や祖先・守護神を祭る「城」が設けられて
おり，有事の最後の防御線ともなっていた。や
がて漢民族の発展とともに，「邑」は平原に進出
し，墻壁は高く巨大なものになっていく。春秋時
代の燕の下都（現河北省易県）は，東西 ８ km，
南北 ５ kmの長方形を外廓で囲み，中央の運河
を境にした東半分の内城には有力者・庶民の居
住区，公共建物・手工業区などの遺跡があった
のに反し，西半分の外廓には遺跡はなく，戦乱
などの際に周囲の農民を収容する場所であった
と考えられている。外廓と内郭はつねに二重に
なっているとは限らず，両者が並置されて一つ
の大きな都市域を構成している例が，２０世紀ま
で引き継がれている。
　秦・漢帝国以後，国都と郡・県（唐以後は
州・県）という行政制度ができあがると，都市
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の規模にも国都の巨大化とともに，郡治（政治）
と県治（政治）の間にも大・小都市というクラ
ス分けが進んだ。その数は時代によって多少変
化するが，大都市１００，中小都市１,５００であり，
この数はその後の中国城郭都市の概数となって
今日まで続く。郡治は通常，管轄する地域で最
大規模の県級都市で行なわれていた。県級都市
は原則として「邑」の伝統を引くとともに，軍
事・徴税などの帝国の末端行政を担うために全
国ほぼ均等に設定されていた。県級（郡級を含
む）都市を特徴づけるのは城壁であり，それは
都市と農村を区別する明白な指標であったが，
現実には外敵（異民族・盗族など）や洪水に対
する防御の仕方で，地方による多少の違いが
あった。例えば，黄河中流域では古くから必ず
城壁を備えていたが，江南では必ずしもそうで
はなかった。またその形状も華北の方形に対し
て，華中・華南では不整形が多かった。この際，
注意しなければならないのは国都の存在である。
中国の国都は何よりもまず，この世界を支配す
る皇帝が君臨する特殊な都市であり，それ故に
秦の咸陽に始まり，漢の長安と洛陽，北魏の洛
陽，隋・唐の長安，元・明・清の北京はいずれ
も天帝を頂点とする中華的理念に基づいて建設
された政治都市であった。これをもって中国都
市の特色とされがちであるが，全国の郡（州）
都や県都に敷衍するのは誤りである。中国では
都市を「城市」と書く。これを分解すれば「土

畿

から成
畿

っている場所に市
畿

がある」となる。すな
わち，土でつくった城壁の中で人々が物を交換
する場というのが，本来の城市の意味である。
郡（州）・県級の城市（都市）は政治・軍事中心
であったとしても，本来は「邑」の伝統を引き
継ぐ一般庶民の都市であったことに注意する必
要があろう。
　中唐から五代を経て宋初に至る「唐宋変革」
の時期，中国都市は従来とは異なる新たな機能
を兼ね備えることになる。すなわち，それは江

南における米穀・絹織物・茶・塩などの商品作
物や紙・陶磁器といった特産品の生産が高まり，
それらを中継・販売する機能が付け加わったか
らである。また，それを主産する工業都市も新
たに興った。城郭都市には従来とは格段に違う
量の商品が出入りするようになり，城門の外側
を新しい城壁で囲むことも少なくなかった。ま
た，国都にみられた民族別の住み分けや市場を
特定区域に固める制度も過去のものとなり，権
力密着という枠組みの中ではあったものの，中
国的な都市市民やその生活文化も生まれ育つよ
うになった。宋の都，開封や臨安には商人ギル
ドに相当する行（同業組合）が多数存在し，活
気に満ちた商業都市となった。しかしここでも，
官調達への独占権や茶・塩の専売制への密着な
どを通じて，大商人・地主たちは政治権力と表
裏一体となっていた。彼らの一部は文化事業に
投資し，芸術・文芸などの発展に貢献したが，
その富を別の形で産業の進展に尽くすようなこ
とはほとんどなかった。
　アヘン戦争以降，開港や租界の設定を契機に
上海・青島・大連など都市が出現すると，中国
都市に西洋的要素が加わることになる。上海に
は当初わずか ０.５６ km２ のイギリス租界しかな
かったが，やがてフランス，アメリカなどの租
界が加わり，黄浦江岸には領事館，銀行，ホテ
ルなど西洋風の建物が並び，これまでの中国に
はみられない半植民地の都市景観を現出させた。
しかし中国人の旺盛な才覚と活力は，この都市
をまもなく世界的な産業都市へと発展させた。
各地から集まった民族資本家も，古い枠にとら
われない新しい都市を舞台に活躍し，これまで
とは異なる社会階層も生まれた。
　中国都市の発展過程を以上のようにたどって
くると，中国では国都を頂点に，人口の上では
それに匹敵するいくつかの巨大都市，次に州級
の１００程度の大都市，県級の１,５００の中小都市，
それ以下の自然発生的商工業都市が存在してい
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た。広大な土地と異なる地域言語からなる中華
帝国という条件下では，すべての点で時の権力
と関係することが最も有利かつ自然の方法であ
り，したがってヨーロッパ都市にみられる「市
民」や「自治」が入り込む余地や必要性は希薄
であったと言えよう。さらに付け加えるならば，
唐の都市までは都市と農村の間の格差はそれほ
ど大きくなかったが，宋に入ると両者の違いが
歴然となってくる。制度上も，農村住民は「郷
村戸」と呼ばれて都市の「坊郭戸」と区別され，
戸等制（身分制）や税役制も違っていた。都市
と農村の差は時代が下がるにつれて拡大し，農
村の収奪と犠牲の上に都市の消費文化が花開い
ていった。
　中国東北部の都市は，中華世界の「関外」と
いう地にあって，中華諸王朝の東北経略の拠点
として成立したものがほとんどである。そこで
は地元住民は常に排除されていた。また，１９世
紀末からの都市近代化を，日本と帝政ロシアの
植民地支配の下で経験し，中国人のほとんどは
主体的にそれに参加することはできなかった。
そのため，上述した中国一般の都市とは異なる
要素，すなわち「植民都市」の性格を内蔵して
いると言えよう。そうした東北都市が歴史的に
備えた特異性は，新中国成立後の社会主義都市
改造によって払拭されたかにみえたが，市民の
不在，農村との断絶といった基本的問題は解決
されずに残され，真の意味での近代的都市づく
りが始まったのは，改革開放以降であろう。本
研究では，「植民都市」という視点から中国東北
部都市の空間構造に検討を加えることとする。
もちろん作業する際，「植民都市」の言葉はロー
マ人のコロニアに代表されるような，主として
近代以前にみられる集団的移住による都市と，
１９世紀以降の帝国主義列強による植民地支配の
拠点として建設された都市の２つのタイプに分
けて，慎重に用いる必要がある。後者の否定的
側面を恣意的に表現する場合は「植民地都市」

の言葉を用いることもある。

２．　東北諸民族の居住形態と漢人による植
民都市の形成

２.１　「関外」における東北諸民族の居住形態

　中国王朝の東北支配の歴史は，前漢（前２００～
前３３年）末期の朝鮮に楽浪４郡を置いた頃にさ
かのぼるが，その範囲は楽浪４郡への通過ルー
トに当たる遼西・遼東に限られていた。現在の
瀋陽の地に「侯城」の名が当てられているよう
に，北方民族ないし高句麗に対する防御拠点が
各地に置かれていたようである。しかし漢代の
後はしばらく，中国の支配が関内（万里長城以
内）にとどまり，東北部は関外に住む北方諸民
族の興亡の地であった。
　東北部における都市発生の痕跡は，黒龍江省
寧安県で発見された渤海の上京龍泉府で認めら
れる。発掘調査によれば，東西 ４.５ km，南北 

３.３ kmの長方形をした城壁に囲まれた外城の内
部は，唐の都城パターンに似ているとされる。
唐の勢威が一時この地方に及んだことがあり，
その影響だと思われる。渤海の後，東北部を制
した契丹人（遼）は遊牧の民であったため，都
市というような集住の記録はない。１２世紀初頭，
松花江中流域に住む女真人の一族完顔部が金国
をつくるが，華北に進出する前の一時期，遼陽
に「襄平城」を築き首都とした（現遼寧省の瀋
陽には瀋州の名があった）。これが現在の遼陽の
旧市街「遼陽城」であり，幾多の戦乱によって
古代の建物のほとんどを失ったが，成立当初の
城市パターンを残す東北部最古の都市だと言わ
れる。すなわち，遼陽城は渾河と太子河の交会
する要害の地に東西約 ４ km，南北 ２.７ kmの長
方形の城壁をめぐらし，城内は中央の十字街を
中心に東西南北の４つの大通りに分かれていた。
ただし，襄平城が金国女真人による創建なのか，
以前からの城市を引き継いだものか，これを知
る手掛かりはない。
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　元の支配下，女真人の中には遼河平野で漢人
と雑居して農業を営む人々もいたが，多くは松
花江流域から黒龍江中流域において狩猟・採集
と粗放的な農業を営み，１０数戸から数１０戸の集
落をつくって暮らしていた。彼らの生活は自給
自足の経済が中心であったが，みずからの特産
品である高級毛皮や高貴薬を明朝に売り，生活
に必要な穀物・綿織物などを得ていた。これを
朝貢貿易というが，それは女真各部族の長に
とって勢力拡大のきわめて重要な手段であった。
１４世紀の終わり，明朝はモンゴル人の蠢動に備
えて遼陽に都衛指揮使司を置いて東北経略に乗
り出すが，朝貢貿易の許可証と抱き合わせで，
女真各部族を衛所制の中に組み込んでいった。
こうしたバランスの中で東北各衛所に交易所が
開かれ，それを中心に小さな町が形成されて
いった。朝貢貿易で経済的実力をつけた部族国
家も生まれた。明朝が一括して「海西四国」と
呼んでいた。
　清の太祖ヌルハチが挙兵したのは瀋陽東方の
山間であり，若い頃，撫順で交易の旨みを経験
している。フェアラ（旧老城）と呼ばれる彼の
居城は，河岸の台地に二重の木柵で囲まれ，内
城にはヌルハチのほか，親族の住居１００戸余りが
あり，外城には部下の諸将とその一族４００余戸が
住み，さらに外城の周囲を約４００戸の兵士が取り
囲んでいた。平時も配下の武将は城中に勤め，
それぞれの領地を預かる者から食料，その他の
物資を運ばせていた。これが明朝末期における
有力女真人の軍事都市の姿であった。

２.２　漢人による植民都市の形成

　一方，明朝は東北経略の拠点を遼陽の北方 

１８０ kmにある開原に移し，遼東・遼西各地に明
の常備兵を駐留させ，それを束ねる都督府を開
原・遼陽・撫順・金州・海城に置いた。そこに
は多くの兵士とその家族，さらに商人・職人か
らなる軍事都市が形成され，周囲に漢人農民が

入植していた。ところが１５世紀になると，ふた
たび勢力を強めたモンゴル軍に押され，女真族
が南下するようになった。これを食い止めるた
め，明朝は遼東・遼西をぐるっと取り囲む「遼
東辺牆」を築き，女真人との交易窓口も鎮北
関・広順関・撫順関に限定して，女真人が無断
で辺牆内に立ち入ることを禁じてしまった。当
時作成された遼東鎮堡図３）には，遼東鎮（遼陽）
を中心に，開原城・鉄嶺城・海州城・鳳凰城
（鳳城）・蓋州城・錦州城などの「城」名や，鞍
山駅・水廠駅などの「駅」名があり，現在の主
要な都市名がほぼすべて揃っている。これらの
都市は中国東北部にありながら，地元の女真人
（遼西ではモンゴル人）の立ち入りを許さない排
除的な植民都市になってしまった。
　明末清初の大変動で遼東辺牆の漢人の多くは
危険を避けて四散したが，女真人も清の太宗ホ
ンタイジに従い，大挙して華北に移ってしまっ
たため，辺牆内の都市はもぬけの殻同然に荒廃
した。都市としての形態を維持していたのは，
ホンタイジが都にしていた盛京（現瀋陽）のほ
かは遼陽・海城ぐらいであった。こうした故地
「満洲」の荒廃を憂慮した清朝は，１７世紀半ばか
ら「招民開墾例」などを発布して漢人農民の遼
東入植を奨励したが，それとは関係なしに奔流
してくる貧窮流民に驚いて，１８世紀半ばから
「満洲封禁」の政策に切り替えた。この封禁政策
はマンジュ（満洲）の土地を残したいという清
朝の心情に根ざすものであったが，女真人の立
ち入りを禁止した明朝の「遼東辺牆」に対する
「お返し」とも言える。しかし，当時の東北部は
すでに漢人農民なしでは発展が期待できない状
況になっていた。漢人の満洲移住の流れは，初
めは農民・流民から，やがて商人・職人・下僕
などあらゆる職業層をも巻き込んで強まって
いった。遼東地域の既成都市はこれによって息
を吹き返し，また物資が集散する場所には商業
的性格の強い都市が新たに形成された。例えば
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公主嶺・通江子・鉄嶺・法庫門・新民屯・田庄
台などであり，遼東半島・渤海沿岸の牛荘・蓋
平・大弧山・大東溝なども発達した。商品流通
と都市の発展は人々に多様な交流機会を提供し
て民族間の融合・同化，なかんずく女真人やモ
ンゴル人の漢人化を進めた。
　それでは，当時の東北都市の内部構造はどう
なっていたであろうか。それを知る例が少ない
中で，瀋陽市の旧市街「奉天城」の存在は貴重
である。奉天城の名は，ホンタイジが北京遷都
後，ここに奉天府を置いて特別に扱ったことか
ら用いられるが，城市の概成は元朝の時代で，
瀋陽城と呼ばれていた。明朝の時代，遼東辺牆
の軍政中心の座を遼陽や開原に譲ったが，清朝
の太祖ヌルハチがここを首都に定めて城市中央
に皇宮を建設して「盛京」と改名，また北京遷
都後も前述のような清朝の特別扱いがあったた
め，清の建国当初の城市構造が比較的良好に残
されていた。奉天城（図１）は，渾河から分か
れる２本の分流路に挟まれた水利と防御に適し
た河間平野に建設されている。内外二重の城壁
をめぐらし，外側の城壁は河間地いっぱいの土
地（東西・南北がともに ４.７ km）を不整形に囲
んでおり，おそらく渾河からの氾濫防止を兼ね
ていたためだと推測される。その中央に高さ １０ 
m余り，一辺が １.２ kmの正方形の城壁をめぐ
らした内城があり，内部は東西南北各２本の大
街で区切られ，中央街区にある皇宮を中心に，
木造平屋建て住家が大街沿いにびっしり並んで
いた。しかし，大街から一歩脇道に入ると不規
則・錯綜しており，当初から計画的につくられ
た街路ではなかったことをうかがわせる。大街
は四方の城壁それぞれの２カ所にある城門を通
じて外城につづく。道路パターンの不規則さは
外城でさらにひどく，清朝末期でも外壁近くに
はのどかな田園風景が残っていた４）。したがっ
て，この外城区域は元来，軍事・政治機能を有
する内城区域に食料を供給する農業地域で，そ

れがやがてなんらかの理由から外壁で囲われた
のではないかという推論が成り立つ。
　漢人農民の入植は，初め遼東地域に限られて
いたが，すでに１６８０年代から松花江流域や黒龍
江中流域へと波及していた。北方からの帝政ロ
シア侵略に備えて，アイグン（璦琿）・メルゲン
（墨爾根）・チチハル（斉斉哈爾）・フヨ（扶
餘）・ハイラル（海拉爾）などの軍事拠点都市が
建設され，これを支援するために周囲に官荘屯
田が開設され，また水陸運輸交通体系が整備さ
れていったからである。こうした辺境の軍事拠
点都市は水陸交通の要衝に，強固な方形の城壁
をめぐらして建設されている。城内道路の格子
状パターンおよび中央交差点近くにある軍・官
公署は，基本的に遼東の城市と変わりないが，
城壁の一隅にひときわ高くそびえる望楼は，辺
境の防衛都市であることを強く表現している。
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（出所）小島麗逸著『現代中国の経済』岩波書店，
１９９７年，４８頁より引用。
図１　奉天城（盛京）の平面図



３．　中国東北部における植民地都市の土地
経営と空間構造

　中国における都市近代化は，不幸にして帝国
主義列強の侵略が中国の大地と民衆を餌食に相
競う状況の下で始められた。南東からのイギリ
ス・フランス・ドイツなどの暴力，北東からの
帝政ロシア・日本の魔手であり，それらは時に
牽制し合い，時には連携して中国から数々の利
権と領土を掠め取った。表１は１９世紀末～２０世
紀初めに列強が中国から獲得した租借地と鉄道
敷設権である。ここでは，それらを植民地都市
の空間構造という視点から再整理し，中国東北
部都市の実像にさらに迫りたい。

３．１　鉄道附属地における市街地形成

　１９世紀の終わり，帝政ロシアと日本は中国東
北部において熾烈な利権獲得の争いを展開する
が，両国の主目的は異なっていた。帝政ロシア
の究極の目的は帝国主義世界戦略における宿敵
イギリスに遅れを取り戻すために，遼東半島に
橋頭堡を築くことであったが，日本にとっては
その南下を制し，東北部の豊富な穀物および地
下資源を獲得することにあった。帝政ロシアは

旅順・大連を租借し，それに至る東清鉄道・南
満洲鉄道の敷設権を獲得し，国策会社「東清鉄
道」を介して植民地経営を急いだ。その際，「鉄
道附属地」というきわめて巧妙・有効な土地獲
得手段を清国から獲得したが，それを実際に活
用したのはハルビンなど，東清鉄道の沿線駅に
限られ，南満洲鉄道沿線では東北部最大都市の
瀋陽においてすら使用していない。軍港の旅順，
商港のダーリニー（現大連）の建設を最優先し
ていたからである（図２）。
　日露戦争後のポーツマス条約で，帝政ロシア
は長春以南の東北部の利権すべてを日本に奪わ
れてしまう。日本も国策会社「南満洲鉄道株式
会社」（満鉄）を設立して植民地経営に当たる
が，帝政ロシアとは違って鉄道附属地（＝満鉄
附属地）を沿線各駅（図２）に設定し，積極的
に都市建設を行なって大豆・油粕などの農産物
を広域的に集荷し，日本に送り出した。その状
況は与謝野晶子の『満蒙遊記』５）の紀行文でも明
らかである。彼女は特有の自由で斬新な目と心
で，満洲各地の急激な都市の変貌とそれに関与
する日本の統治目的を的確に描写している。「満
鉄」は帝政ロシアの東清鉄道会社とほぼ同様の
性格ももっていた。これについて『満鉄附属地
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表１　中国における列強の獲得した租借地とおもな鉄道

開通年敷設権
獲得年鉄 道 敷 設 権勢力圏期　間租借年租借地国　名

１９０１１８９６（満洲里～綏芬河）
（ハルビン～大連）東清鉄道

万里の長城以北２５年１８９８旅順，大連ロ シ ア
１９０１１８９８（ハルビン～旅順）南満洲鉄道

１９０４１８９８（青島～済南）膠済鉄道山東半島９９年１８９８膠州湾ド イ ツ

１９１１１８９８（広州～九竜）広九鉄道
長江流域２５・９９年１８９８威海衛，

九竜半島イギリス
１９１２１８９９（天津～浦口）津浦鉄道

１９１０１８９８（雲南～老開）滇越鉄道広東・広西・
雲南９９年１８９９広州湾フランス

１９０５（長春～大連）南満洲鉄道福建・南満洲１８年１９０５関東州
（遼東半島南部）日　　本

１８９９年　国務長官ジョン＝ヘイ（米）の門戸開放宣言（門戸開放，機会均等，領土保全（１９００））アメリカ

（出所）第一学習社編集部編『最新世界史地図』，第一学習社，１９９７年，１９８頁。



経営沿革全史』は次のように記している。
　「満鉄会社は日露戦争の最中，故児玉大将
の深慮に端を発して設立せられたもので，
満蒙の一般的開発を計り，その間に邦人勢
力の扶植を為さんとする所謂植民特許会社
である。その特殊機能として，外は列強の
猜疑嫉視を避け，内は政府事業に免れざる
議会の掣肘干渉を逃れ，以て自由なる活躍
を試み，機宜の施設をなし，事に処して変
通の妙を発揮せんことを期したものであ
る。」６）

　このように，満鉄は官・民の二重性格を持ち
ながら，「満洲」という広大かつ豊かな土地で，
最大限の自由度を発揮し，従来の日本ではでき
ないことを実現していった。満鉄の事業を大別
すると，交通，鉱工業，調査，拓殖会社，関係
会社経営の５部門となるが，その双璧は交通と
鉱工業の２部門であり，総事業の６割を占めて
いた。すなわち，交通部門では鉄道（総延長は 

１,１００ km）とその附属地の経営・管理があり，
そのなかに附属地で推進した都市建設が注目さ
れる。鉱工業部門では撫順炭鉱，鞍山製鉄所に
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（出所）小峰和夫著『満洲　起源・植民・覇権』，お茶の水書房，１９９１年，付図に基
づき作成。
図２　中国東北部における鉄道線およびその沿線主要都市



代表される石炭採掘，製鉄，オイルシェールの
開発が重要であり，独占的高運賃による日本へ
の大豆・石炭輸送は満鉄にとって高収益の源泉
となっていた。
　ここに中国東北部における帝政ロシアと日本
の利権獲得の目的の違いが，帝政ロシアによる
ピンポイント的な都市建設（ダーリニーとハル
ビン）と，日本による鉄道沿線各地の都市建設
という形で現実に表われている。

３．２ 日ロの鉄道附属地における都市空間構造の
相違

　帝政ロシアと日本の鉄道附属経営の違いは，
都市空間構造の建設の上にも明瞭に表われてい
る。１８９６年の「東清鉄道建設及経営に関する契
約」で，鉄道附属地における絶対的かつ排他的
行政権を清国から獲得した帝政ロシアは，ハル
ビンやダーリニー（現大連）の市街地建設に取
り掛かるが，その街区割りは帝政ロシア正教会
の聖堂を中心とする壮大なものであったが，中
国人の居住はおろか，通行さえ制限する民族差
別的なものであった。ハルビンの繁華街キタイ
スカヤがその例であり，建設途中のダーリニー
のヨーロッパ市街もそうであった。こうした都
市建設における「住み分け」の思想は，すでに
１８世紀中頃，イギリスによるインドのカルカッ
タの「白人地区」の形成にみられ，その後のイ
ンド各地における都市計画の中に大幅に採用さ
れている７）。それは，宗教・民族を異にする者
が混住することによって生じる摩擦や危険を最
小限に抑えるものであった。また疫病・塵埃・
炎暑など不健康な環境の中で，いかに安全と快
適さを確保するか，イギリス人はインドにおけ
る長い体験から知っていたからである。さらに
何よりも重要であったのは，植民地支配の権威
を誇示する必要があったからである。帝政ロシ
アが壮大な都市プランと世界最先端の西洋建築
様式を採り入れたのも，地元中国人への精神的

威圧とともに，上海や青島におけるイギリス・
ドイツなどに対する競争意識の表象でもあった。
　一方，満鉄は大連（ダーリニーを改称）にお
いて帝政ロシアの民族差別的な地区設定を踏襲
したが，同時に日本人居住区内における中国人
の居住・営業を試験的に許容し，「其ノ結果ハ寧
ロ市ノ繁栄ヲ促進スル所多カリシガ如シ」８）と述
べている。そのため，他の満鉄附属地において
は，「極力支那人街との強調に努力し，住宅，商
業，糧桟，工業の四種地域を按配し，日支両街
の結合的発達を図り，…」９）を心掛けていたよう
である。そうでなければ，農産物の集散を目的
とする附属地は発達せず，満鉄の地方経営は成
り立たなくなるからである。
　満鉄附属地における都市建設を，中国人の既
存市街地との位置関係から図３のように分類し
た。
Ａタイプ：既存市街地（旧城内）の近くに建
設された附属地の市街地であり，奉天（瀋
陽），長春，遼陽，吉林の新市街がこれに当
たる。チチハルもこれに該当する。
Ｂタイプ：無人の原野ないし小さな村を移し
て建設された附属地であり，農産物の集散
地として中小都市に急速に発展した。四平
街，公主嶺がこのタイプである。ハルビン
は既存の集落を利用して最初の市街（旧市
街）としたが，やがて中国人を完全に排除
して市街地を建設した（Ｂ－２タイプ）。開
原，洮南の新市街は，古い城郭都市から離
れた原野に新設された（Ｂ－１タイプ）。
Ｃタイプ：鉱工業都市としての性格をもつ附
属地で，広大な面積を占める。鞍山や撫順
がこの典型である。

　中国東北部の４大都市（大連，瀋陽，長春，
ハルビン）における満鉄の都市建設を比べてみ
ると，帝政ロシアのそれ（Ｂタイプ）を引き継
ぎながらも，既成市街地（中国人街）との関係
に留意しながら（Ａタイプ），植民地支配の橋頭
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堡を慎重に築いていったことがわかる。しかし，
１９１５年の対華２１カ条要求に屈して日本に多くの
権益を奪われると，中国民衆の中に反日・国権
回復運動が強まり，満鉄の地方経営はにわかに
困難になっていった。
　満鉄は南満洲鉄道とその附属地の土地・家屋
の経営だけではなく，鉱山・港湾・製鉄など附
帯事業，そして電気・ガスなど都市公共事業な
ども営み，その事業は幅広い分野にわたってい
た１０）。営業開始から１９３６年までに投下した総事
業費は８億３,３９２万円にのぼったが，その内訳
（鉄道，港湾，炭鉱，地方，その他の５項目）で
最も多いのは鉄道事業費であった。地方施設事

業も１億８,２０５万円（２３％）を占めて多かった
が１１），その半分以上，約１億７２４万円（５８.９％）
を附属地の用地獲得に投資されていた（表２）。
　満鉄附属地の土地経営というのは，それぞれ
の都市または鉄道駅近くに産業立地を優先した
都市計画をつくり，市街地を住宅地区，商業地
区，糧桟地区，工業地区の用途地域に分けて建
設し，それを有料で貸し付けることであった。
借受人は，その土地・建物を転貸，権利譲渡，
あるいは債務の担保に当てることはできなかっ
た。一方，満鉄は社用，公共に必要とする場合
は，貸付期限内であっても返納させることがで
きると規定されていた。また，敷地面積に対す
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る建蔽率の制限を設けたことは，用途地域の指
定とともに，中国の都市計画史上における画期
的なものであった。ちなみに，住宅地域の建蔽
率は３０～７０％，商業地域は４０～８０％，糧桟，工
場地域は７０％以内であった１２）。
　約言すれば，満鉄によって実行された都市計
画は産業立地を優先したものであり，特に工業
地区（鉱物の採掘と加工）と糧桟地区（農産物
の収集と保管）の設定は，植民地都市の経済的
機能を強化するものであった。このように都市
内で産業基盤を整備し，公共事業を積極的に取
り組んだことは，「満洲」における近代産業の集
積と，日本企業の「満洲」への投資促進に大き
な役割を果たした。従来，軍事的・政治的（統
治的）拠点にすぎなかった中国東北部の都市は，

植民地的経済支配を目的とする否定的な側面を
有するものではあったが，産業立地に基づいた
近代的な都市計画が導入され，都市内の用途別
区分が設計された点において画期的なもので
あった。

３.３　主人公不在の「満洲国」の都市計画

　中国東北部全土の植民地支配を目論んでいた
日本の関東軍は，１９３１年１２月に統治部（翌年特
務部に改称）を設置してその活動を活発化させ
た。翌年１月，その要請によって満鉄経済調査
会が設立されると，両者は協力して同年３月に
成立した「満洲国」の政策立案を行なうことに
した。ここでは，それを簡潔に図４で示す。
　「満洲国」政府は，１９３３年（大同２年）３月
に「満洲国建設綱要」を発表し，満洲経済開発
の根本方針を示した。実はこれは，満鉄経済調
査会と関東軍特務部によって立案した「満洲国
経済建設綱要」をそのまま発表したものであっ
た１３）。「綱要」の「第三，経済統制の方策」のと
ころに都市計画に関する方針を次のように簡単
に示している。
①国都新京は広茫二百平方キロ，人口５０万を
目標とし，模範的都市を建設す。
②奉天，哈爾浜，吉林，斉々哈爾などの都市
に対しては適当の時期に近代的都市計画の
実現を期す。
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表２　満鉄の地方事業への投資

比率（％）金額（１,０００円）項　目

 ５８.９１０７,２４９用　 　 地

 １０.６ １９,３１３学　 　 校

 １０.２ １８,５１３市 外 設 備

  ８.７ １５,８００病　 　 院

  ５.３  ９,６１４水　 　 道

  ４.０  ７,２２８貸 付 家 屋

  ２.３  ４,３４１そ の 他

１００.０１８２,０５８総　 　 額

（出所） 越沢明著『植民地満州の都市計画』，ア
ジア経済研究所，１９７８年，１７頁。

図４　「満洲国」の都市計画立案の過程および担当機関



　「満洲国」成立後，各都市の人口増加が著し
く，各都市において都市計画を早急に進める必
要が生じてきた。また，その際の基準となるも
のも不可欠になった。こうした問題に関して，
１９３３年１１月に関東軍特務部から満鉄経済調査会
に「図們，北安嶺，鞍山，朝陽において，近時
人口急増し新市街の出現予想されるにつき，至
急都市計画を実施し，将来市街の乱雑不統一な
る膨張を防止する策」１４）の立案を要請していた。
１９３４年になると，「満洲国」民生部の陣容も整っ
てきたため，都市計画の具体的立案に加わるよ
うになり，さらに地方各都市の都市計画立案を
満鉄経済調査会に代わって行なうようになった。
　１９３３年１１月，関東軍司令部は満鉄地方部，満
鉄経済調査会，「満洲国」民生部を集めた連合研
究会で「満洲国都市計画実施基本要綱」を決定
した。この「要綱」はその後の「満洲」都市計
画の根本規範とされた。注目されるのは次の諸
点であり，特に③は「満洲国」における都市づ
くりが日本軍国主義による植民地支配の方便以
外，何ものでもないことを証明する。
①都市計画の法規制定は，現段階では都市構
成の特異性，一般住民の文化程度など慎重
検討の必要があることから困難であり，差
し当たり必要な事項でもって基本要綱とし
た。
②都市計画の意義は，「交通，衛生，防衛およ
び産業経済等に関し，公共安寧の維持と万
民福利の増進とを目的に，市内の内外にわ
たり実施すべき重要施設に関する計画を都
市計画とする。
③都市計画委員会の長は関東軍参謀長を当て
ており，都市計画の最高権限が関東軍が
握っている。

　１９３６年６月になると，「満洲国」民生部は先に
公布した「満洲国建設綱要」の下部計画に当た
る「都邑計画法」を立案・公布し，都市計画に
関する行政機構および法制を全国的に整えるこ

とにした。そうなると，満鉄が所有する土地
（附属地）の行政権に関して，都市行政の二元性
の問題が顕在化した。それは，すでに１９３５年の
図們の都市計画委員会で「満洲国」民生部と満
鉄との間で対立していた問題であった。すなわ
ち，都市計画の対象とする図們の市街地の大部
分は満鉄がすでに買収していたため，「満洲国」
民生部はその土地の譲渡を満鉄に求めたが，満
鉄はそれを拒否して土地貸付の方を希望したか
らである。牡丹江都市計画においても同様の問
題が起こり，「満洲国」側は次のような意見を申
し立てている。
　「満鉄は土地経営を基幹とする都市経営を
鉄道経済の一助とするため，沿線重要都市
の駅を中心とする市街地の重要部分を買収
している。これは，鉄道経済と都市経済と
の混淆を来たすばかりか，満鉄経営市街地
以外の市街地をはなはだ不満足の状態にす
る可能性がある。民生部はこれを懸念し，
市街地の経営を鉄道より分離し，当方に一
任するように求めた。しかし，同意を得る
に至っていない。」１５）

　関東軍司令部は両者の歩み寄りを求めたが，
決着が付かず，結局，関東軍司令部の通達によっ
て，鉄道用地以外の一般市街地は原則として「満
洲国」側で都市計画を行なうこと，すでに買収
している土地は「満洲国」側に移譲する，と裁
定された。「満洲」の都市計画の特徴は，事業主
体が計画区域を買収し，土地経営で得た収益を
事業費に当てること，かつ事業主体は地主とし
ての立場から建築規制を行なうことができると
いうものであった。「満洲国」成立までは，この
事業主体は鉄道附属地を所有し，そこの行政権
も有する満鉄であった。しかし，日本政府は
１９３５年８月の閣議で「満洲国における帝国の治
外法権の撤廃及南満洲鉄道附属地行政権の調整
及移譲」を決定した。これによって，満鉄附属
地の行政権は１９３７年１２月をもって「満洲国」へ
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全面的に移譲されることになった。
　こうして満鉄の３０年にわたる地方経営も終わ
りを告げた。しかし，日本帝国主義による中国
東北部の植民地支配が終焉したのではなく，
１９４５年まで，傀儡国家「満洲国」を介して新た
な展開を見せることになる。

結

　本研究では，植民都市の視点から１９４５年以前
における中国東北部の都市開発について考察し，
特にその空間構造の変化について検討した。
　その結果，中国東北部の都市は異なる植民・
植民地時代には異なる役割を果たしたことを明
らかにした。１９４５年までの中国東北部都市の近
代化は，「主人公不在」，すなわち地元住民の意
思を無視して，都市の建設・改造が行なわれて
いた発展過程である。その特徴としては，次の
２点があげられる。①１９世紀末まで，中国東北
部の都市は，中華諸王朝の東北経略の拠点とし
て建設された植民都市であった。それ故に関内
からの漢人移民は，常に地元住民を排除して都
市建設と農業開墾を行なっていた。②１９世紀末
から１９４５年に至るまで，中国東北部の都市は，
帝政ロシア・日本の世界戦略の拠点として改造
され，もしくは新たに建設された植民地都市で
あった。また帝政ロシアと日本の植民地支配の
下で都市計画が行なわれたため，中国人のほと
んどは主体的にそれに参加することができな
かった。
　次に，中国東北部の都市は異なる時代におけ
る植民・植民地支配の性格の違いによって，そ
の都市空間構造が大きく変化したことを明らか
にした。その特徴は，次の３点にまとめられる。
①１９世紀末まで，中国東北部の都市が中華諸王
朝の東北経略の下で軍事防衛都市として建設さ
れたため，その空間構造は，都市を囲むように
高い城壁と高くそびえる望楼が建てられ，城内
には格子状の道路で区切られ，中央交差点の近

くに軍・官公署が建設されたことなど特徴があ
る。②帝政ロシアの中国東北部における植民地
都市建設の目的は，帝国主義世界戦略における
宿敵イギリスに遅れを取り戻すために，遼東半
島に橋頭堡を築くことであった。そのため，
１８９６年の「東清鉄道建設及経営に関する契約」
で，鉄道附属地における絶対的かつ排他的行政
権を清国から獲得した帝政ロシアは，民族の
「住み分け」の思想の下で植民地都市の建設を進
めた。従って，その空間構造の特徴としては，
壮大な帝政ロシア正教会の聖堂を中心に放射状
の道路が建設され，民族・宗教別に市区が区切
られ，帝政ロシア人居住区では中国人の居住は
おろか，通行さえ制限されたことがある。③日
本の中国東北部における植民地都市建設の目的
は，帝政ロシアの南下を制し，東北部の豊富な
穀物および地下資源を獲得することにあった。
そのため，日露戦争後のポーツマス条約で，帝
政ロシアから長春以南の東北部の利権すべてを
奪った日本は，帝政ロシアの民族差別的な地区
設定を踏襲したが，同時に日本人居住区内にお
ける中国人の居住・営業を試験的に許容した。
従って，その空間構造の特徴としては，市内に
住宅，商業，糧桟，工業の４種地域を用途別に
建設され，強い経済の性格を持っていた点が指
摘できる。
　本研究に続く研究課題としては，１９４９年中華
人民共和国成立から現在に至るまで，中国東北
部の都市開発およびその空間構造の変化を検証
する必要がある。

注

 １） Jones, E.（１９６６）: Towns and Cities, Opus １３, 
Oxford Paperbacks University Series, London, p. ７.

 ２） １９４９年３月の中国共産党第７期中央委員会第２
回総会における毛沢東の報告により。

 ３） 『皇明九辺考』遼東鎮堡図：明代嘉靖年間の進
土，魏愌が編纂した書，嘉靖２０年刊，全１０巻。

 ４） 西澤泰彦（１９９６）『図説「満洲」都市物語　ハル
ビン・大連・瀋陽・長春』，河出書房社，８５頁。

 ５） 与謝野晶子・寛（１９３０）『満蒙遊記』大阪屋号書
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店（『世界紀行文学全集１１・中国編Ⅰ』修道社刊所
載）。

 ６） 南満洲鉄道株式会社総裁室地方部残務整理委員
会（１９７７）『満鉄附属地経営沿革全史』上巻，龍溪
書舎，１３１４頁。

 ７） 飯塚キヨ（１９８５）『植民都市の空間構成』，大明
堂，６７－８５頁。

 ８） 越沢　明（１９７８）『植民地満州の都市計画』，ア
ジア経済研究所，５８頁。

 ９） 越沢　明（１９７８）前掲書，５８頁。
１０）満鉄庶務部調査課（１９２８）『南満洲鉄道株式会社
第二次十年史』，満鉄，５頁。

１１）越沢　明（１９７８）前掲書，１６－１７頁。
１２）越沢　明（１９７８）前掲書，３４頁。
１３）越沢　明（１９７８）前掲書，６８－６９頁に参照。
１４）越沢　明（１９７８）前掲書，１０２頁に参照。
１５）越沢　明（１９７８）前掲書，１１７頁に参照。
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